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【研究活動の要約】

八幡市域は石清水八幡宮を中心に､歴史､文化遺産の多いまちである○この一年間､教員 と学生ともに､

現地調査をおこない､この多様な文化遺産を以下のかたちで記録､情報化 したo 

(∋ 村の鎮守である各地の神社の常夜灯､鳥居の銘文や寸法を調査 し､神社と地域の歴史を考察 

(参 市内の家に所蔵されていた古文書を調査 し目録を作成､江戸時代の八幡の歴史が判明 

③	 石清水八幡宮と男山が描かれた江戸時代から明治時代の地図や､当時のガイ ドブックを比較 して､

明治初期の廃仏穀釈など歴史の変遷を解明 

④	 橋本駅から八幡市駅の間の旧大坂街道を踏査 し､数多くの道標や近代建築､景観などの貴重な文化

遺産の確認 

⑤	 京都府の行政文書 ｢村誌｣を翻刻 し､明治前期の八幡各地 (大字単位)の生活､経済､寺社の貞享

を明らかにし､当時の地図に反映させ､視覚的に当時の状況を再現 したo

【研究活動の成果】

上記の研究成果を掲載 した 『八幡地域の古文書と石清水八幡宮の絵図 一地域文化遺産の情報化-』を

刊行 したo内容は以下の 5部編成としたo 

(∋ ｢地域文化遺産の情報化｣-石清水八幡宮にあった日露戦争の戦利品である大砲の設置経緯､松花堂

が現在まで守られてきた歴史を紹介o 

(参 ｢古文書の調査方法｣-実際におこなった蔵出しから現状記録､目録作成など､文書調査の方法をわ

か りやすく解説o 

③	 ｢聞き取 りの情報化｣-八幡宮の民芸品であった紙鯉とかんざし､宇治の幻の菓子喜撰糖の再現など

を､聞き取りによって記録o 

(む ｢絵図の情報化｣-石清水八幡宮の神領絵図の トレース図､八幡宮案内図の幕末から明治の変遷を比

較 した図や､当時のガイ ドブックの索引などを掲載o 

⑤	 ｢文書の情報化｣-八幡地域 13か村の明治前期の ｢村誌｣を翻刻 し､当時の人口､田畑数､物産＼

寺社､地名など貴重な地域の情報を掲載､そのデータをもとに､地図化して当時の状況を再現 した○

【研究成果の還元】 

H21/8/18-20 古文書調査の市民-の開放 (京都新聞掲載) 

H22/3/31『八幡地域の古文書と石清水八幡宮の絵図 -地域文化遺産の情報化-』刊行､(府下の図書

館で閲覧可能 (予定))

【お問い合わせ先】 文学部歴史学科 准教授 :東 昇


